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太極拳の普及と日本連盟創立

　太極拳（たいきょくけん）は中国の伝統武術の中の一

流派であるが、1950年代半ばから、当時の中国政府に

よって、国民の健康増進に資するスポーツとして普及

が図られた。日本では1960年代に日中国交正常化が進

展する中で徐々に太極拳の普及が始まった。

　1970年代には、日本の各地と中国各地の間で民間交

流が盛んになり、日本の太極拳愛好者が中国各地を訪

れ、また、日本各地に中国から太極拳指導者を招いて

技術を習得する活動が盛んに行われるようになった。

太極拳は幅広い年齢層の愛好者が手軽に楽しめて健康

効果の高いスポーツとして普及が進み、全国各地に普

及団体が誕生した。また、当時の中国ブームのなか

で、テレビコマーシャルで太極拳が紹介されることな

どと相まって、太極拳ブームが到来し、愛好者が急増

した。太極拳は、昨今の健康スポーツに先駆けて全国

的に定着していった。

　さらに、1970年代には、香港映画などで中国武術が

「カンフー」の名称で紹介され、中国武術ブームが起こ

り、日本の青少年のなかに中国武術（長拳、南拳、伝

統拳術等）が普及し始めた。

　このような経過の中で、太極拳と中国武術を総称す

るために、日本では「武術太極拳（ぶじゅつたいきょく

けん）」の名称を用いて、生涯スポーツと競技スポーツ

の両分野で普及振興を図ることになった。

　愛好者が増加するにつれて、全国の愛好者同士が交

流する「交流大会」や「競技会」を行う機運が生まれ、そ

のための全国組織をつくる条件が醸成された。

　1987（昭和62）年４月26日に東京都内で、全国各地の

太極拳普及団体48団体が参加して日本武術太極拳連盟

の設立総会が開催され、初代会長に藤波孝生が選出さ

れた。

　同年９月25日に横浜市において、12カ国・地域の武

術組織が出席して、アジア武術連盟（WFA）の設立総

会が開催された。翌26日～27日に、設立直後のアジア

武術連盟が主催し、日本連盟が主管して「第１回アジ

ア武術選手権大会」が横浜文化体育館で挙行された。

参加は11カ国・地域であった。

　日本連盟は、1988（昭和63）年12月に文部省競技スポ

ーツ課を主務官庁とする社団法人に認可された。続い

て、1990（平成２）年10月に㈶日本オリンピック委員会

に加盟し、翌1991（平成３）年３月に㈶日本体育協会に

加盟を果たした。

国際競技スポーツとして発展

　中国国内では1960年代から「武術競技規則」が定めら

れ、競技スポーツとしての武術競技大会が実施されて

いた。

　1984（昭和59）年に大阪で「第１回全日本太極拳・中

国武術表演大会」が挙行され、以後、毎年開催されこ

とになる「全日本大会」、「全日本選手権大会」の出発点

となった。

　1985（昭和60）年８月に中国・西安市で「第１回国際

武術招待競技大会」が開催され、日本からは日本武術

Japan Wushu Taijiquan Federation

社団法人 日本武術太極拳連盟
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太極拳連盟設立準備会が選抜して派遣した日本代表チ

ームが参加した。それ以降、国際武術競技大会が毎年

開催され、国際組織が整備されて、武術太極拳は国際

競技スポーツの道程を歩み始めることとなった。

　中国の伝統的な武術の流派、種類は数百種類といわ

れるほど多い。中国武術を現代的な競技スポーツとし

て普及するために、特徴が際立っている３種類の武術

＝①「太極拳」（柔らかくゆっくりとした動作）、②「長

拳」（動作が速く跳躍技、足技等を含む）、③「南拳」（中

国南方の武術で力強い動作）を選定し、これら３種の

徒手種目と、それぞれの剣術、刀術、棍術、槍術など

の器械種目で競技が行われている。これらは、型演武

の個人競技で、各種目の採点基準に基づいて成績を競

う「套路（とうろ）」競技といわれる。別に、二人が３ラ

ウンド制で、打つ、蹴る、投げる等の技で戦う対抗性

の「散打（さんだ）」競技がある。国際競技大会では、套

路競技と散打競技が行われる。日本は、套路競技では

国際的に有力国であるが、散打競技は、愛好者、競技

者が少ない。

　1990（平成２）年９～10月に中国・北京市で開催され

た第11回アジア競技大会で、武術太極拳は歴史上初め

て、正式実施競技に採用された。以後、第16回アジア

競技大会（2010／広州・中国）まで連続して実施競技と

なり、第17回アジア競技大会（2014／仁川・韓国）でも

実施競技となることが確定している。

　1990年北京のアジア競技大会開会式では、日本の太

極拳愛好者700人と中国の愛好者700人、計1,400人に

よる日中合同太極拳集団演武が挙行された。日本側

700人は全国の普及団体が参加者を募り、各地で約１

年半、集団演武の訓練を積んだ上で本番に臨み、大成

功を収めた。この準備活動を通じて、全国の武術太極

拳団体の組織化が進み、都道府県武術太極拳連盟の大

半が1990年前後に結成された。

　北京での第11回アジア競技大会は、武術太極拳が国

際競技スポーツとして発展する歴史的な出発点となっ

た。同大会期間中に開催されたアジア武術連盟総会

で、同連盟事務総長に日本連盟村岡久平専務理事が就

任し、同連盟本部事務局を日本連盟内に設置すること

になった。以後、現在に至るまで日本連盟は、アジア

武術連盟の諸事業を遂行する本部事務局の機能を果た

している。

　また、同大会の期間中に、国際武術連盟（IWUF）が

発足し、翌1991（平成３）年には「第１回世界武術選手

権大会」が北京市で開催された。同連盟は、2002（平成

14）年に IOC正式承認団体となった。

　オリンピック正式実施競技化を果たすことを最大の

目標に定めて、各大陸総合スポーツ大会や国際総合ス

ポーツ大会に積極的に参加することを推進している。

　第29回オリンピック競技大会（2008／北京）では、武

術太極拳は正式実施競技には採用されなかったが、「オ

リンピックカルチュラルイベント」として、IOC承認の

下で、北京オリンピック組織委（BOCOG）主催、IWUF

主管の「2008年北京オリンピック武術トーナメント」が

実施された。近い将来のオリンピック正式実施種目実

現に夢をつなぐ大会であった。日本は６人の選手が参

加資格を得て出場し、銀１、銅２、４位１で健闘した。

現況の課題と将来ビジョン

　日本連盟の歴史は20数年に過ぎない。他のスポーツ

団体、競技団体と比べて活動の歴史が浅いために、多

くの課題を抱えている。武術太極拳の普及・振興の統

括団体として主な活動の実績と課題、将来ビジョンを

以下に述べる。

⑴　実績：

　日本連盟公認資格制度として①公認審判員、②公認

指導員、③技能検定（段級位）の３制度を実施してい

る。

　2001（平成13）年に「武術太極拳発展５カ年計画」を策

定し、人材育成と組織整備の強化を図った。2005（平

成17）～2006（平成18）年に、選手強化と指導者養成を

兼ねた、「大阪・トレーニングセンター」と「東京・本

部研修センター」を設置した（床面積各1,200～1,300

㎡）。

　2009（平成21）年度より、選手ランキング制度（シニ

ア選手、ジュニア選手）を設け、ランキングに基づく

強化費助成制度を始めた。
1990（平成2）年、第11回アジア競技大会開会式での日中合同演武
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　近年の世界ジュニア、アジアジュニア選手権等で

は、日本はトップクラスの成績を収めている。

⑵　課題：

　日本連盟の創成期と発展期の諸事業は第一世代の指

導者によって担われてきた。今や普及・振興の成熟期

に入り、次世代、次々世代の指導者によって諸事業が

展開されなければならない。

⑶　将来ビジョン：

　武術太極拳種目の特性を生かして、生涯スポーツと

競技スポーツの両面で、互いに補い合いながら発展し

てゆくことを堅持したい。特に、「ジュニア一貫指導

体制」を推進するための人材と財源の配備に取り組ん

でいきたい。

　日本連盟は、公益社団法人への移行申請を2011（平

成23）年11月に行った。

創　　　　　　立	 昭和62年4月26日

社 団 法 人 認 可 	 昭和63年12月14日

国 際 連 盟 加 盟 	 平成2年10月3日

歴　 代　 会　 長	 藤波　孝生	
昭和62年4月〜平成元年5月

	 加藤　六月	
平成2年3月〜平成18年2月

	 二階　俊博	
平成18年7月〜現任

1987-2011
CHRONOLOGICAL TABLE●JWTF
1987
昭和62

4.26 日本武術太極拳連盟創立

9.25 アジア武術連盟（WFA）に加盟

9.26 第1回アジア武術選手権大会、日本連盟の主管により横浜
で開催（～27日）

1988
昭和63

12.14 文部大臣より社団法人の認可

1990
平成2

9.22 第11回アジア競技大会（北京）の開幕式で、日中の愛好者
1,400人による合同太極拳集団演武を実施（日本代表団
740人参加）／同大会から武術太極拳が正式実施競技に

（9月29日～10月4日）

10.3 国際武術連盟（IWUF）に加盟

10.3 ㈶日本オリンピック委員会に加盟

1992
平成4

10.3 第5回全国健康福祉祭山梨県大会＜協賛事業＞として太極
拳競技大会を実施

1993
平成5

5.9 第1回東アジア競技大会で武術太極拳競技を実施（中国 ･
上海市）（～18日）

1994
平成6

10.12 第12回アジア競技大会（広島）で正式競技として武術太極
拳を実施（～14日）

1995
平成7

4.1 太極拳技能検定制度を導入、全国で検定試験実施

1997
平成9

4.26 日本武術太極拳連盟創立10周年

5.16 第2回東アジア競技大会で武術太極拳競技を実施（韓国 ･
釜山市）（～18日）

7.18 第14回全日本武術太極拳選手権大会を日本連盟創立10
周年記念大会として開催（～20日）

9.14 第52回大阪・なみはや国体（秋季）のデモンストレーショ
ンスポーツ行事で武術太極拳を実施（～15日）

12.22 日本学生武術太極拳連盟（学生連盟） 発足

1998
平成10

10.29 第53回かながわ・ゆめ国体（秋季）の総合閉会式で公開競
技・スポーツ芸術として集団演武を実施

12.16 第13回アジア競技大会（バンコク）で正式競技として武術
太極拳を実施（～19日）

2001
平成13

5.25 大阪市で開催の第3回東アジア競技大会（5月19～27日）
で武術太極拳競技を実施（大阪市中央体育館）（～27日）

2002
平成14

2.1 国際武術連盟（IWUF）が国際オリンピック委員会（IOC）正
式承認団体に

10.1 第14回アジア競技大会（釜山・韓国）で正式競技として武
術太極拳を実施（～13日）

2003
平成15

3 喜多方市「太極拳のまち」を宣言

2005
平成17

10.29 第4回東アジア競技大会で武術太極拳競技を実施（中国 ･
マカオ）（～31日）

2006
平成18

2.28 加藤六月会長逝去

7.1 二階俊博会長就任

7 本部研修センター開設

11.16 太極拳振興議員連盟設立

12.11 第15回アジア競技大会（ドーハ・カタール）で正式競技と
して武術太極拳を実施（～14日）

2007
平成19

4.26 日本武術太極拳連盟創立20周年

2008
平成20

8.21 「2008年北京オリンピック武術トーナメント」実施（中
国・北京）（～24日）

2009
平成21

7.23 第8回ワールドゲームズ2009高雄大会で公開競技として
武術太極拳を実施（台湾・高雄）（～24日）

12.11 第5回東アジア競技大会で武術太極拳競技を実施（中国・
香港）（～13日）

2010
平成22

8.28 第1回スポーツアコード世界格闘技大会で武術太極拳競技
を実施（中国・北京）（～30日）

11.13 第16回アジア競技大会で武術太極拳競技を実施（広州・
中国）（～17日）

12.4 第3回世界ジュニア武術選手権大会を実施（シンガポール）
（～8日）


